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(57)【要約】
【課題】立体的な動きを行なうことが可能で、表現性、
注目性、意外性、訴求性、等に優れた印刷物を提供する
。
【解決手段】移動シートと、固定シートと、電源部と、
制御部から成る印刷物である。移動シートはその一方の
辺部分が固定シートに接着固定されており、その他の部
分はその面が固定シートの面に対向して移動可能に配置
され、静電力によってその他の部分は固定シートに対し
て移動を行う。また対向面に対して反対面である表面に
印刷が行なわれている。固定シートはその面が移動シー
トの面に対向して配置され、その対向面に沿う方向に電
極線の複数本が互いに平行となるように配列され、その
電極郡が複数個が存在する。電源部は制御部の制御下に
おいて電極郡の各々に対して所定の電位を供給する。制
御部は一方の辺部分を停止し、他方の辺部分を一方の辺
部分の方向に移動する制御を電源部に対して行う。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
移動シートと、固定シートと、電源部と、制御部から成る印刷物であって、
　前記移動シートはその面が前記固定シートの面に対向して移動可能に配置され、その対
向面に前記固定シートの電極電位に応じた電荷が誘起され、その誘起された電荷と前記固
定シートの電極電位との間に静電力が発生し、その発生した静電力によって前記固定シー
トに対して移動または停止を行い、また前記対向面に対して反対面である表面に印刷が行
なわれており、
　前記固定シートはその面が前記移動シートの面に対向して配置され、その対向面に沿う
方向に電極線の複数本が互いに平行となるように配列され、その複数本の電極線が前記配
列の順序にしたがって３系統に統合接続されて３系統の各端子が設けられた電極郡を成し
、その電極郡の複数個が存在し、
　前記電源部は前記制御部の制御下において前記電極郡の各々に対して所定の電位を前記
３系統の各端子から供給し、
　前記制御部は前記電極郡の中で前記移動シートの対向する２つの辺における一方の辺部
分に存在する電極郡に対して前記一方の辺部分を停止する制御を前記電源部に対して行い
、前記電極郡の中で前記移動シートの対向する２つの辺における他方の辺部分に存在する
電極郡に対して前記他方の辺部分を前記一方の辺部分の方向に移動する制御を前記電源部
に対して行う、
　ことを特徴とする印刷物。
【請求項２】
請求項１記載の印刷物において、前記固定シートは前記移動シートとの対向面に印刷が行
なわれていることを特徴とする印刷物。
【請求項３】
請求項１または２記載の印刷物において、前記一方の辺部分と前記他方の辺部分との間に
存在する中央部分が前記固定シートの対向面から突出することを容易化する容易化手段を
備えることを特徴とする印刷物。
【請求項４】
請求項３記載の印刷物において、前記容易化手段は前記制御部が前記電極郡の中で前記移
動シートにおける前記中央部分に存在する電極郡に対して前記中央部分を持ち上げる制御
を前記電源部に対して行う容易化手段であることを特徴とする印刷物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は特殊な印刷物の技術分野に属する。特に、立体的な動きを行なうことが可能で
たとえばポスター等の広告掲示物に適用したときの表現性、注目性、意外性、訴求性、等
に優れた印刷物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　複数の表示シートが無限軌道体を移動することにより繰返表示を可能とする連続表示装
置の発明が知られている（特許文献１）。この発明によれば、無限軌道体はシート電極と
駆動電源とを備える。シート電極は、無限軌道体の長さ方向に対して略直角方向に延びた
複数の電極Ｐｕ，Ｐｖ，Ｐｗを形成し、所定間隔ごとに各電極Ｐｕ，Ｐｖ，Ｐｗを繰返し
接続し、無限軌道体の無限軌道に対して一体に形成した電極である。また、駆動電源はシ
ート電極の各電極Ｐｕ，Ｐｖ，Ｐｗ に対して順次電圧を印加する電源である。表示シー
トはシート電極に対向配置され、表示シートにはシート電極の各電極Ｐｕ，Ｐｖ，Ｐｗ 
に対向する表面に電荷が誘起される。その誘起された電荷とシート電極の各電極Ｐｕ，Ｐ
ｖ，Ｐｗ に駆動電源が順次印加する電圧によって、両者間に静電力を発生させる。そし
て、その発生した静電力によって表示シートは無限軌道を移動する。
【０００３】
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　また、透光量調整装置や広告装置として利用可能であり、装置全体を薄型に構成するこ
とが出来る静電アクチュエータ装置の発明が知られている（特許文献２）。この発明によ
れば、静電アクチュエータ装置は移動体と一対の透光ガラス板と透明板状体とインシュレ
ータとを備える。移動体は３相の帯状電極が所定ピッチで平行に複数配設されたフィルム
であって、所定間隔に対向配置された一対の透光ガラス板間に配置される。透明板状体は
、帯状電極と直交する方向に折返された扁平なＳ字状断面をなす移動体の基端部を固定す
る。インシュレータは移動体の折返し重合部における基端部側と中間部との間に介設され
る。その構成において、３相の帯状電極に供給される電荷の極性変化に応じて移動体の折
返し重合部における先端部側に伸縮駆動力を付与する。折返した移動体の伸縮により透光
量調整や表示のためのフィルム移動が行なわれる。
【特許文献１】特開平１１－２４９５９８
【特許文献２】特開平１０－３２９８７
【０００４】
　しかしながら、この従来の方法においては、表示シート（移動体）は無限軌道（透光ガ
ラス板）に密接したままで移動を行なう。すなわち、表示シート（移動体）の移動の態様
は完全に想定されたものである。そのため、ポスター等の広告掲示物に適用したときには
、従来から存在する他の駆動方式に基づく動きのある広告掲示物と大差ない印象を見る者
に与えるだけであるという問題がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は上記の問題を解決するために成されたものである。その目的は、移動シートは
固定シートに密接したままではなく、固定シートから離れて立体的な動きを行なうことが
可能でき、たとえばポスター等の広告掲示物に適用したときの表現性、注目性、意外性、
訴求性、等に優れた印刷物を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の請求項１に係る印刷物は、移動シートと、固定シートと、電源部と、制御部か
ら成る印刷物であって、　前記移動シートはその面が前記固定シートの面に対向して移動
可能に配置され、その対向面に前記固定シートの電極電位に応じた電荷が誘起され、その
誘起された電荷と前記固定シートの電極電位との間に静電力が発生し、その発生した静電
力によって前記固定シートに対して移動を行い、また前記対向面に対して反対面である表
面に印刷が行なわれており、　前記固定シートはその面が前記移動シートの面に対向して
配置され、その対向面に沿う方向に電極線の複数本が互いに平行となるように配列され、
その複数本の電極線が前記配列の順序にしたがって３系統に統合接続されて３系統の各端
子が設けられた電極郡を成し、その電極郡の複数個が存在し、　前記電源部は前記制御部
の制御下において前記電極郡の各々に対して所定の電位を前記３系統の各端子から供給し
、　前記制御部は前記電極郡の中で前記移動シートの対向する２つの辺における一方の辺
部分に存在する電極郡に対して前記一方の辺部分を停止する制御を前記電源部に対して行
い、前記電極郡の中で前記移動シートの対向する２つの辺における他方の辺部分に存在す
る電極郡に対して前記他方の辺部分を前記一方の辺部分の方向に移動する制御を前記電源
部に対して行うようにしたものである。
　また、本発明の請求項２に係る印刷物は、請求項１に係る印刷物において、前記固定シ
ートは前記移動シートとの対向面に印刷が行なわれているようにしたものである。
　また、本発明の請求項３に係る印刷物は、請求項１または２に係る印刷物において、前
記一方の辺部分と前記他方の辺部分との間に存在する中央部分が前記固定シートの対向面
から突出することを容易化する容易化手段を備えるようにしたものである。
　また、本発明の請求項４に係る印刷物は、請求項３に係る印刷物において、前記容易化
手段は前記制御部が前記電極郡の中で前記移動シートにおける前記中央部分に存在する電
極郡に対して前記中央部分を持ち上げる制御を前記電源部に対して行う容易化手段である
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ようにしたものである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の請求項１に係る印刷物によれば、その印刷物は移動シートと、固定シートと、
電源部と、制御部から成る。　移動シートはその面が固定シートの面に対向して移動可能
に配置され、その対向面に固定シートの電極電位に応じた電荷が誘起され、その誘起され
た電荷と固定シートの電極電位との間に静電力が発生し、その発生した静電力によって固
定シートに対して移動を行う。また、移動シートは対向面に対して反対面である表面に印
刷が行なわれている。　固定シートはその面が移動シートの面に対向して配置され、その
対向面に沿う方向に電極線の複数本が互いに平行となるように配列され、その複数本の電
極線が配列の順序にしたがって３系統に統合接続されて３系統の各端子が設けられた電極
郡を成し、その電極郡の複数個が存在する。　電源部は制御部の制御下において電極郡の
各々に対して所定の電位を３系統の各端子から供給する。　制御部は電極郡の中で移動シ
ートの対向する２つの辺における一方の辺部分に存在する電極郡に対して一方の辺部分を
停止する制御を電源部に対して行い、電極郡の中で移動シートの対向する２つの辺におけ
る他方の辺部分に存在する電極郡に対して他方の辺部分を一方の辺部分の方向に移動する
制御を電源部に対して行う。すなわち、移動シートは一方の辺部分が固定シートに停止し
ており、その一方の辺部分に対して移動可能な他方の辺部分が接近する移動を行なう。そ
のときにその対向する２つの辺に挟まれた中央部分は固定シートの面から離れて突出する
変形を行なうことになる。したがって、移動シートは固定シートに密接したままではなく
、固定シートから離れて立体的な動きを行なうことができ、たとえばポスター等の広告掲
示物に適用したときの表現性、注目性、意外性、訴求性、等に優れた印刷物が提供される
。
　また、本発明の請求項２に係る印刷物によれば、請求項１に係る印刷物において、固定
シートは移動シートとの対向面に印刷が行なわれている。したがって、固定シートにおけ
る移動シートに隠されていない部分の印刷内容が移動シートの移動により変化をともなっ
て表れ、移動シートの印刷内容と合わさって顕著な相乗効果を生じさせることができる。
　また、本発明の請求項３に係る印刷物によれば、請求項１または２に係る印刷物におい
て、一方の辺部分と他方の辺部分との間に存在する中央部分が固定シートの対向面から突
出することを容易化する容易化手段を備える。したがって、対向する２つの辺の間に存在
する中央部分は容易かつ確実に固定シートの面から離れて突出する変形を行なうことがで
きる。
　また、本発明の請求項４に係る印刷物によれば、請求項３に係る印刷物において、容易
化手段は制御部が電極郡の中で移動シートにおける中央部分に存在する電極郡に対して中
央部分を持ち上げる制御を電源部に対して行う容易化手段である。したがって、制御部と
電源部における動作の態様として容易化手段を実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　次に、本発明の実施の形態について図を参照しながら説明する。本発明の印刷物におけ
る移動シートと固定シートの部分の構成と動作の一例を図１に示す。図１において、１は
移動シート、２は固定シートである。
　本発明の印刷物は、たとえば、ポスター等の広告掲示物に適用される印刷物であるが、
一般的に知られている広告掲示を行なう媒体としての印刷物の部分が、本発明における移
動シート１と固定シート２の部分に相当する。しかしながら、後述するように、本発明は
それら移動シート１と固定シート２の部分の構成においても、それらに動きを付与させる
ための電源部と制御部とを備えていることにおいても、一般的な印刷物とは相違する。広
告掲示物には一枚の印刷物としてのポスターだけでなく、電池、モーター等を使用して動
きを付与した広告掲示物がある。本発明の印刷物はそれらとは相違するものであって、枚
葉（シート）の印刷物であるポスターが立体的な動きを行なう態様の印刷物である。
【０００９】
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　そこで、最初に、本発明の印刷物における移動シート１と固定シート２の部分の構成と
動作の一例について、図１を参照して説明する。
　移動シート１は、断面図として図１（Ａ）に示すように、その面が固定シート２の面に
対向して移動可能に配置されている。移動シート１には固定シート２の対向面に対して反
対面である表面に印刷が行なわれている。固定シート２にも、移動シート１と同様に、移
動シート１の対向面である表面に印刷を行なうことができる。すなわち、本発明の印刷物
は移動シート１と固定シート２を重ね合わせた構成部分を備えており、その構成部分がポ
スターまたは広告掲示物として表示される領域となっている。
【００１０】
　移動シート１は、固定シート２との間で静電力が働くことによって固定シート２に対し
て停止（静電固定）または移動を行なうことができる（その原理については後述する）。
また、本発明の印刷物においては、その停止する位置や移動の方向は移動シート１の部分
によって制御することができる。断面図として図１（Ｂ）に示すように、移動シート１の
対向する２つの辺における一方の辺部分は静電固定されているから、その一方の辺部分は
停止しており移動しない。また、移動シート１における中央部分には静電力が働かない。
また、移動シート１における他方の辺部分は、一方の辺部分の方向に移動する静電力が働
く。
【００１１】
　すなわち、図１に示す一例においては、移動シート１における一方の辺部分に対して他
方の辺部分が近づくように移動が行なわれる。この移動シート１の一方の辺部分に対して
他方の辺部分が接近する移動によって、移動シート１は変形を行なうことになる。移動シ
ート１は可撓性を有するが面方向に沿った方向（図１における左右方向）の伸縮率は大き
くはない。そのため、移動シート１は面方向に対して直角方向に曲げられ曲面を生じる変
形を行う。このとき固定シート２との対向面の側は固定シート２が障壁となっていてその
方向へは変位できない。したがって、その対向する２つの辺部分に挟まれた中央部分は固
定シート２の面から離れて突出する変形を行なうことになる。
【００１２】
　このように、本発明の印刷物においては、その移動シート１における一方の辺部分に対
して他方の辺部分が近づき立体的になることができる。また、その逆であって、すなわち
図１（Ｂ）から図１（Ａ）に向かって、移動シート１における一方の辺部分に対して他方
の辺部分が遠退き平面的になることもできる。すなわち、本発明の印刷物は、平面から立
体化し、立体から平面化し、それを繰返すことができる。
　したがって、本発明の印刷物は、たとえばポスター等の広告掲示物に適用したときの表
現性、注目性、意外性、訴求性、等に優れたものとなる。
　また、固定シート２において移動シート１との対向面に印刷が行なわれているときには
、固定シート２における移動シートに隠されていない部分の印刷内容が移動シート１の移
動により変化をともなって表れ、移動シートの印刷内容と合わさって顕著な相乗効果を生
じさせることができる。
【００１３】
　次に、移動シート１における対向する２つの辺部分に挟まれた中央部分が固定シート２
の面から離れて突出する変形を行い易くするための手段、すなわち容易化手段について説
明する。
　本発明の印刷物における容易化手段の一例を図２と図３に示す。図２（１）には静電力
によって、移動シート１の中央部分を固定シート２から突出させる（持上げる）ことを容
易にする容易化手段が示されている。移動シート１の中央部分に存在する固定シート２の
電極郡（後述する）対してマイナス（プラス）の電位を印加すると、電極郡に対向する移
動シート１の表面はプラス（マイナス）に帯電する。このとき、移動シート１の中央部分
と固定シート２との間には静電力が引力として作用する。その引力が作用しているときに
は、移動シート１の中央部分と固定シート２の対向面には接触し摩擦力が作用する。その
ため、移動シート１の中央部分は固定シート２に固定され停止した状態となる。
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　次に、電極郡に対してプラス（マイナス）の電位を印加すると、電極郡は極めて高い導
電性を有するため瞬時にプラス（マイナス）の電位となる。一方。移動シート１は極めて
低い導電性の材料（絶縁材料）からなるため、短時間においてはその表面はプラス（マイ
ナス）に帯電したままの状態となっている。このとき、移動シート１と固定シート２との
間には静電力が斥力として作用する。その斥力が作用しているときに、移動シート１にお
ける対向する２つの辺部分が近づくように移動が行なわれると、移動シート１における対
向する２つの辺部分に挟まれた中央部分が固定シート２の面から離れて突出する変形が行
い易くなる。
【００１４】
　図２（２）には移動シート１に折癖、等を形成して、移動シート１の中心部分を固定シ
ート２から突出させる（持上げる）ことを容易にする容易化手段が示されている。折癖は
その一例であって折られたことがある部分は折られ易くなる性質を利用する容易化手段で
ある。同様の容易化手段としては、曲がるべき位置に、折罫と呼ばれる凹部を形成する、
ミシン目を形成する、切欠を形成する、等の容易化手段を挙げることができる。
　図３（３）には移動シート１に対して成型または凸部を設けて、移動シート１の中心部
分を固定シート２から突出させる（持上げる）ことを容易にする容易化手段が示されてい
る。この容易化手段は、移動シート１の中央部分が最初から少しだけ盛り上がっているよ
うにしたものである。その盛り上がりを形成する方法としては成型してその形状が維持さ
れたものと、固定シート２に向かった凸部をその中央部分に設けたものが示されている。
　図３（４）には移動シート１の曲がるべき位置に柔軟な素材を適用して、移動シート１
の中心部分を固定シート２から突出させる（持上げる）ことを容易にする容易化手段が示
されている。図２（２）の折癖と同様であって、移動シート１は柔軟な素材の部位におい
て容易かつ正確に曲がる。
【００１５】
　次に、本発明の印刷物において、移動シート１と固定シート２の間に静電力が発生し、
その静電力により移動を行なう構成について説明する。
　移動シート１と固定シート２の間に静電力が発生し、その静電力により移動を行なう原
理についての説明図を図４に示す。
　図４に示す一例において、移動シート１には電極線は設けられていない。移動シート１
は一般的には絶縁材料（誘電体）であり、たとえば、ポリエステルフィルム、ポロプロピ
レンフィルム、ポリスチレンフィルム、ポリ塩化ビニール、ポリ塩化ビニリデンフィルム
、ポリエチレンフィルム、ポリアミドフィルム、ポリイミドフィルム、等のプラスチック
フィルムを使用することができる。また、そのような絶縁材料を固定シート２との対向面
にラミネートした（貼り合せた）紙、等の複合材料を使用することができる。移動シート
１の表面は、表面抵抗率が約１０11～１０13程度が好適である。この場合微弱な電気が流
れるため、固定シート２の電極線によって移動シート１に誘起された電荷は、電極線にお
ける電圧の瞬間的な変化に対して遅れて追従することになる。このような表面物性は材料
表面の処理に大きく影響されることがあるため、使用することができる材料は上記に限定
されず、コーティング処理で表面低効率を最適化してもよい。
【００１６】
　一方、図４に示す一例において、固定シート２には電極線が設けられている。固定シー
ト２としては、プリント配線板、フレキシブルプリント配線板を使用することができる。
電極線は固定シート２の移動シート１との対向面に沿う方向に複数本が互いに平行となる
ように配列している。その複数本の電極線が配列の順序にしたがって３系統に統合接続さ
れて３系統の端子が設けられた電極郡を成す。後述するように、その電極郡も複数個が存
在する。図４に示す一例においては、固定シート２には移動シート１との対向面に沿う方
向に複数本の電極線２１ａ，２１ｂ，２１ｃ，２１ｄ，２１ｅ，２１ｆ，２１ｇ，２１ｈ
，・・・が互いに平行となるように配列している。その複数本の電極線２１ａ・・・が配
列の順序にしたがって３系統に統合接続されて３系統の端子Ｕ，Ｖ，Ｗが設けられている
。端子Ｕ，Ｖ，Ｗには独立に任意の波形の電圧を制御部（図示せず）の制御下における電
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源部（図示せず）から印加することができる。電源部は端子Ｕ，Ｖ，Ｗに所定電圧の電力
を供給し、制御部は印加する電圧の時系列パターンが所定パターンとなるように電源部を
制御する。
【００１７】
　図４を参照して、その動作の一例について説明する。まず、図４（１）に示すステップ
おいて、一例として、（Ｕ，Ｖ，Ｗ）＝（＋，－，０）の電圧を印加する。印加した瞬間
に端子Ｕに接続する電極線は＋に、端子Ｖに接続する電極線は－に、端子Ｗに接続する電
極線は０になる。
　次に、図４（２）に示すステップおいて、電圧が印加された電極線による電界によって
移動シート１には電荷が誘起され帯電する。端子Ｕに接続する電極線は＋であるから、移
動シート１のその部位には－の電荷が誘起され、端子Ｖに接続する電極線は－であるから
、移動シート１のその部位には＋の電荷が誘起され、端子Ｗに接続する電極線は０である
から、移動シート１のその部位には電荷が誘起されない。このとき、移動シート１と固定
シート２との間には対向面に対して直角方向の引力が作用する。
【００１８】
　次に、図４（３）に示すステップおいて、印加する電圧を切替えて（Ｕ，Ｖ，Ｗ）＝（
－，＋，－）の電圧を印加する。移動シート１に誘起された電荷は電圧の瞬間的な変化に
対して直ぐには追従することができない。端子Ｕに接続する電極線は－に切替えられたが
、移動シート１のその部位には－の電荷が残留し、端子Ｖに接続する電極線は＋に切替え
られたが、移動シート１のその部位には＋の電荷が残留し、端子Ｗに接続する電極線は－
に切替えられたが、移動シート１のその部位には電荷がまだ誘起されていない。すなわち
、移動シート１と固定シート２との間には、対向面に対して直角方向には斥力が作用し、
平行方向には図４（３）において移動シート１を右方向に引く引力が作用する。したがっ
て、移動シート１が固定シート２に対して浮上し移動し易くなるとともに、移動シート１
には右方向の力が作用している。
　次に、図４（４）に示すステップおいて、移動シート１は固定シート２に対して電極線
の１間隔程度だけ右方向に移動して安定する。
【００１９】
　上述の一例は、移動シート１が固定シート２に対して移動する原理を説明したもので、
端子Ｕ，Ｖ，Ｗに対して特殊な電圧が印加された一例であるということではない。図４に
示す構成において、端子Ｕ，Ｖ，Ｗに対して、一般的な、３相の電圧を印加したときにも
同様に移動シート１が固定シート２に対して移動する。たとえば、端子Ｕ，Ｖ，Ｗに３相
のパルス電圧を印加するものとする。３相の各相は１２０度づつ位相がずれており、パル
ス電圧は＋（プラス）または－（マイナス）の２つの状態のいずれかである。最初に（Ｕ
，Ｖ，Ｗ）＝（－，＋，－）であったとすると、そこから６０度位相が進んだときにはパ
ルス電圧は（－，＋，＋）となる。そのように、６０度づつ位相を順次進めると、０度の
ときは（－，＋，－）、６０度のときは（－，＋，＋）、１２０度のときは（－，－，＋
）、１８０度のときは（＋，－，＋）、２４０度のとき（＋，－，－）、３００度のとき
は（＋，＋，－）であり、３６０度のときは（－，＋，－）で０度のときのパルス電圧に
戻る。このパルス電圧は、図４に示す端子Ｕ，Ｖ，Ｗの配列において、＋（プラス）およ
び－（マイナス）の位置が左から右へシフトして行く形態となっている。このとき、移動
シート１は固定シート２における電極線による電界の移動に引かれるようにして固定シー
ト２に対して移動する。
【００２０】
　次に、固定シート２の電極構成について説明する。固定シート２における電極線のパタ
ーンの一例を図５に示す。固定シート２において移動シート１との対向面に沿う方向に複
数本が互いに平行となるように配列している電極線は、図５に示すパターンの一例におい
ては中央部分に存在する。その中央部分を挟む左側部分と右側部分は、電極線の複数本を
端子Ｕ，Ｖ，Ｗに結合するためのリード線である。端子Ｕ，Ｖ，Ｗと、その各々に結合す
るリード線と、電極線とは３系統に一体化した導電線であり、端子、リード線、電極線と
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いう区別は無意味にも思えるが、ここではその役割において区別する。すなわち、電源部
から電力を供給する導電線の部分が端子Ｕ，Ｖ，Ｗであり、端子Ｕ，Ｖ，Ｗと電極線とを
結合し電力を伝送する導電線の部分がリード線であり、移動シート１と固定シート２にお
ける主要な静電力が作用する導電線の部分が電極線である。
　図５においては、端子Ｕに結合するＵ相リード線が左側部分に配置し、端子Ｗに結合す
るＷ相リード線が右側部分に配置している。また、Ｕ相リード線とＷ相リード線とは固定
シート２における表面に配置している。一方、端子Ｖに結合するＶ相リード線は固定シー
ト２における裏面に配置している。Ｖ相リード線は、図５に示すパターンの一例において
は、左側部分と右側部分に分かれて配置している。端子Ｖに結合するＶ相電極線を表面に
配置するためには、裏面に配置しているＶ相リード線からスルーホールにより表面に配置
しているＶ相リード線に電気的な接続を行ない、その表面に配置しているＶ相リード線と
Ｖ相電極線とを結合するパターンとする。
【００２１】
　固定シート２においては、上述のように、複数本の電極線は配列の順序にしたがって３
系統に統合接続されて３系統の端子Ｕ，Ｖ，Ｗが設けられている。その端子Ｕ，Ｖ，Ｗに
属するリード線と電極とによって１つの電極郡が構成される。固定シート２における電極
郡のパターンの一例を図６に示す。固定シート２においては、図６に一例を示すように、
端子Ｕａ，Ｖａ，Ｗａを有する電極郡Ａ、端子Ｕｂ，Ｖｂ，Ｗｂを有する電極郡Ｂ、端子
Ｕｃ，Ｖｃ，Ｗｃを有する電極郡Ｃ、のように複数の電極郡が並列配置されている。
　それらの複数の電極郡の各端子に対しては、印加する電圧を独立に制御することができ
る。電源部は制御部の制御下において動作し、電源部は複数の電極郡の各端子に対して、
制御部にプログラミングされた所定の時系列パターンで変化する電圧を印加する。
【００２２】
　図６に示す一例においては、移動シート１の一方の辺部分が電極郡Ａの上に載せられ、
移動シート１の他方の辺部分が電極郡Ｃの上に載せられ、移動シート１の一方の辺部分と
他方の辺部分に挟まれた中央部分が電極郡Ｂの上に載せられているものとする。このとき
、電源部は制御部の制御下において、電極郡Ａには移動シート１の一方の辺部分が固定シ
ート２に対して停止を行なうように端子Ｕａ，Ｖａ，Ｗａに電圧を印加し、電極郡Ｃには
移動シート１の他方の辺部分が一方の辺部分に近づく移動を行なうように端子Ｕｃ，Ｖｃ
，Ｗｃに電圧を印加し、電極郡Ｂには移動シート１の中央部分がその対向面に対して直角
方向の斥力が作用するように端子Ｕｂ，Ｖｂ，Ｗｂに電圧を印加する。これにより、移動
シート１に対して、図１（Ａ）→図１（Ｂ）に示す前述の動作を行なわせることができる
。
【００２３】
　この動作を行なわせるときに印加する電圧のパターンは、たとえば、まず、（Ｕａ，Ｖ
ａ，Ｗａ，Ｕｂ，Ｖｂ，Ｗｂ，Ｕｃ，Ｖｃ，Ｗｃ）＝（＋，＋，＋，－，－，－，－，＋
，－）とする。移動シート１には（－，－，－，＋，＋，＋，＋，－，＋）の電荷が誘起
され移動シート１と固定シート２との間に静電力による引力が作用し移動シート１は固定
シート２に吸着（静電固定）される。次に、（Ｕａ，Ｖａ，Ｗａ，Ｕｂ，Ｖｂ，Ｗｂ，Ｕ
ｃ，Ｖｃ，Ｗｃ）＝（＋，＋，＋，＋，＋，＋，＋，＋，－）とする。移動シート１は（
－，－，－，＋，＋，＋，＋，－，＋）に帯電しているから移動シート１における電極郡
Ｂの上の中央部分においては対向面に対して直角方向に静電力による斥力が作用しが電極
郡Ｂの上の中央部分が浮き上がる（突出する）。
　次に、（Ｕａ，Ｖａ，Ｗａ，Ｕｂ，Ｖｂ，Ｗｂ，Ｕｃ，Ｖｃ，Ｗｃ）＝（＋，＋，＋，
０，０，０，＋，－，－）とする。移動シート１における電極郡Ｂの上の中央部分におい
て新たな電荷が誘起される前に固定シート２における電極郡Ｂの部分は（Ｗｂ，Ｕｂ，Ｖ
ｂ）＝（０，０，０）となるから、移動シート１における電極郡Ｂの上の中央部分は突出
した状態が維持されれる。移動シート１における電極郡Ｃの上の他方の辺部分における印
加する電圧のパターンは、移動シート１におけるその部分が静電固定された一方の辺部分
に近づく方向の静電力が作用している。したがって、移動シート１における他の辺部分が
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静電固定された一方の辺部分に近づく方向に移動し、移動シート１における中央部分は突
出し立体的な変位を行なう。
【００２４】
　本発明の印刷物において固定シート２に対して移動シート１を全体的に同一方向に移動
することができる。移動シート１を同一方向に移動するときには固定シート２においてす
くなくとも移動シート１と対向する電極郡に対しては同一の時系列パターンで変化する電
圧を印加する。たとえば、図６において、電極郡Ａの端子Ｕａ，Ｖａ，Ｗａと、電極郡Ｂ
の端子Ｕｂ，Ｖｂ，Ｗｂと、電極郡Ｃの端子Ｕｃ，Ｖｃ，Ｗｃには同一の時系列パターン
で変化する電圧を印加する。すべての電極郡の端子を一組の端子Ｕ，Ｖ，Ｗに接続し同一
の時系列パターンで変化する電圧を印加するように構成した固定シート２の一例を図８に
示す。図６、図８において同様であるが、固定シート２においてすくなくとも移動シート
１と対向する電極郡に対しては同一の時系列パターンで変化する電圧を印加すると、その
時系列パターンによって、移動シート１の全体は同一方向の移動または全体が同一動作を
行なう。たとえば、端子Ｕ，Ｖ，Ｗに対して１２０度づつ位相がずれた３相の電圧を印加
したときには、その位相が進む方向に移動シート１が固定シート２に対して移動する。ま
た、端子Ｕ，Ｖ，Ｗに（Ｕ，Ｖ，Ｗ）＝（０，０，０）でなく時系列で変化しない電圧を
印加すると移動シート１が固定シート２に対して停止（静電固定）する。また、端子Ｕ，
Ｖ，Ｗに（Ｕ，Ｖ，Ｗ）＝（０，０，０）でない電圧を印加した後に、その電圧の極性を
逆極性とすると、その瞬間には移動シート１が固定シート２に対して浮き上がる（突出す
る）状態となる。
【００２５】
　次に、本発明の印刷物における電源部と制御部について説明する。本発明の印刷物にお
ける電源部の構成の一例を図８に示す。また、本発明の印刷物における制御部の構成の一
例を図９に示す。図８において、１０１は入力器、１０２は制御器、１０３は高電圧電源
、１０４は復号器、１０５は切替器であり、これらによって電源部が構成される。また図
９において２００は制御部である。
　入力器１０１は、制御部２００から制御の態様を指令する信号を入力し、制御器１０２
に対してその信号を出力する部分である。すなわち、インタフェース、バッファ等の役割
を有する部分である。その信号にはＵＰ、ＤＯＷＮ、ＳＴＡＲＴ、ＳＴＯＰ、ＳＰＥＥＤ
が存在する。ＵＰは移動シート１を上昇移行させる指令信号であり、ＤＯＷＮは移動シー
ト１を下降移行させる指令信号である。また、ＳＴＡＲＴは高電圧電源の電力供給を開始
する指令信号であり、ＳＴＯＰは高電圧電源の電力供給を停止する指令信号である。また
、ＳＰＥＥＤは３相交流における周波数を決定する指令信号である。
【００２６】
　制御器１０２は入力器１０１から入力した指令信号に基づいて高圧電源１０３と復号器
１０４を操作する操作信号を出力する制御器である。
　高電圧電源１０３はグランドに対してプラス高電圧とマイナスの高電圧を出力する電源
である。高電圧電源１０３は制御器１０２が出力する操作信号に基づいてプラス高電圧と
マイナスの高電圧における出力電圧を変化することができる。出力電圧の範囲は、たとえ
ば、２００～２０００ボルト（Ｖ）である。
　復号器１０４は、制御器１０２が出力する操作信号を切替器１０５を動作させる切替信
号に複合化する。
　切替器１０５は、復号器１０４が複合化する切替信号によって、高圧電源１０３の出力
を切替える。その切替によって得られる出力は、たとえば、（１）３相正向進行波、（２
）３相逆向進行波、（３）３つの出力をすべてプラス高電圧、（４）３つの出力をすべて
マイナス高電圧、（５）３つの出力をすべてグランド（０電圧）のいずれかである。
【００２７】
　上述の図８に示す電源部は、図９に一例を示すように、電源部Ａ，Ｂ，Ｃ，・・・、の
ように複数個が存在する。その複数個の電源部Ａ，Ｂ，Ｃ，・・・の各々は、複数個の電
極郡Ａ，Ｂ，Ｃ，・・・の各々に電力を供給する。すなわち、１つの電極郡には１つの電



(10) JP 2009-48038 A 2009.3.5

10

20

30

40

源部が対応している。
　制御部２００は、電源部の入力器１０１に対して前述した制御の態様を指令する信号を
出力する。その指令信号の出力は、移動シート１が所定の動作を行なうようにするための
ものである。そのために、制御部２００は、移動シート１の所定の動作に対応した動作プ
ログラムを備えている。その動作プログラムを実行することにより電源部Ａ，Ｂ，Ｃ，・
・・の各々に対応した指令信号を時系列で生成する。そして、その生成した指令信号を電
源部Ａ，Ｂ，Ｃ，・・・に対して出力する。その結果、移動シート１がプログラムされた
所定の動作を行なう。制御部２００としては、パーソナルコンピュータ等のデータ処理装
置を使用することができる。
【００２８】
　なお、移動シート１に対して案内機構等により移動範囲を制限せず複雑で長時間の動作
を行なわせるときには、固定シート２に対する移動シート１の位置誤差が累積して位置が
不定となり得る。そのことを回避するためには、本発明の印刷物において、移動シート１
の位置を検出するセンサ（図示せず）を備える。また、制御部２００がそのセンサが出力
する信号入力し、その信号に基づいて位置ずれが所定の範囲を超えないように制御を行な
う制御プログラムを備える。このときには、前述した動作プログラムと制御プログラムの
２つが動作することになる。たとえば、動作プログラムと制御プログラムを所定（一連の
完結する動作の単位）の間隔で交互に繰返し、その時々の動作プログラムにおける目標位
置とセンサが検出した実測位置との誤差を制御プログラムが無くすように操作する構成と
することができる。また、動作プログラムそのものが制御動作を行なうプログラムである
ようにすることもできる。その動作プログラムにおける移動シート１の移動は、たとえば
、目標位置に追従するサーボ制御とすることができる。位置を検出するセンサとしては、
光電センサ、ファイバーセンサ、イメージ処理システム、等の周知のセンサを使用するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明の印刷物における移動シートと固定シートの部分の構成と動作の一例を示
す図である。
【図２】本発明の印刷物において移動シートに装飾部材を設けた構成の一例を示す図であ
る。
【図３】本発明の印刷物における容易化手段の一例を示す図である。
【図４】移動シートと固定シートの間に静電力が発生し、その静電力により移動を行なう
原理についての説明図である。
【図５】固定シートにおける電極線のパターンの一例を示す図である。
【図６】固定シートにおける電極郡のパターンの一例を示す図である。
【図７】固定シートにおける電極郡のパターンの一例を示す図である。
【図８】本発明の印刷物における電源部の構成の一例を示す図である。
【図９】本発明の印刷物における制御部の構成の一例を示す図である。
【符号の説明】
【００３０】
　　１　移動シート
　　２　固定シート
　　３ａ，３ｂ　扉
１０１　入力器
１０２　制御器
１０３　高電圧電源
１０４　復号器
１０５　切替器
２００　制御部
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